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伊
沢
勝
徳
委
員
（
自
民
）　

災
害
時
に
被
害
の

発
生
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
は
、
初
動

対
応
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と

考
え
る
。
今
回
の
震
災
の
初
動
三
日
間
で
の
課

題
と
、
知
事
の
考
え
は
。

知
事　

今
回
の
震
災
で
は
、
全
県
的
に
被
害
が

発
生
し
、
被
害
の
全
体
像
を
把
握
す
る
の
に
時

間
が
か
か
っ
た
。
通
信
連
絡
体
制
の
強
化
や
、

燃
料
の
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
検
証
を
行
い
、

迅
速
か
つ
的
確
な
初
動
体
制
の
構
築
に
万
全
を

期
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
内
市
町
村
と
の
連
携
強
化
、
学

校
の
防
災
対
応
力
の
充
実
な
ど
も
質
問
）

高
崎
進
委
員
（
公
明
）　

被
災
者
再
建
支
援
制

度
で
は
救
済
の
対
象
と
な
ら
な
い
屋
根
瓦
や

擁
壁
の
損
傷
な
ど
の
住
宅
被
害
に
つ
い
て
、

多
く
の
被
災
者
が
困
っ
て
い
る
。
幅
広
い
総

合
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
過
去
に
震
災
の

あ
っ
た
兵
庫
県
や
新
潟
県
の
例
を
参
考
に
、

震
災
復
興
基
金
を
早
急
に
創
設
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

知
事　

被
災
者
に
対
し
き
め
細
か
な
支
援
を
行

う
た
め
、
復
興
基
金
の
創
設
は
大
変
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
国
の
支
援
に
よ
る
復
興
基

金
の
創
設
を
強
力
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、
被

災
者
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、

様
々
な
支
援
対
策
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
と
災
害
時
備

蓄
体
制
の
構
築
な
ど
も
質
問
）

西
野
一
委
員
（
自
民
）　

県
で
は
、
森
林
湖
沼

環
境
税
を
活
用
し
て
重
点
的
に
間
伐
を
推
進
し

て
お
り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
今

後
、
間
伐
材
を
は
じ
め
と
す
る
県
産
材
の
利
用

促
進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

間
伐
材
な
ど
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
現
在
、
宮
の
郷
工
業
団
地
に
お
い

て
ラ
ミ
ナ
※
製
材
工
場
な
ど
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
県
産
材
を
使
用
し
た
新
築
木
造

住
宅
に
対
す
る
助
成
を
、
百
五
十
戸
か
ら
今
年

度
三
百
戸
に
拡
大
し
た
。

（
ほ
か
に
、
県
北
中
山
間
地
域
の
農
業
振
興
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
も
質
問
）

福
地
源
一
郎
委
員
（
自
民
）　

広
域
災
害
時
の

緊
急
医
療
で
は
、
医
師
確
保
や
施
設
整
備
の

面
か
ら
集
約
を
図
る
べ
き
。
ま
た
、
広
域
災

害
を
見
据
え
た
災
害
緊
急
医
療
教
育
セ
ン

タ
ー
を
筑
波
大
学
に
設
置
し
、
平
時
の
救
急

医
療
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
医
療
教
育
を
実

践
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

保
健
福
祉
部
長　

緊
急
医
療
能
力
を
一
元
化

し
た
場
合
、
拠
点
と
な
る
機
関
が
被
災
し
た

際
の
対
応
な
ど
課
題
も
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

(

デ
ィ
ー
マ
ッ
ト)

※
や
災
害
拠
点
病
院
と
議
論

し
て
い
く
。
筑
波
大
学
へ
の
災
害
緊
急
医
療

教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
関
係

す
る
医
療
機
関
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
警
察
行
政
の
課
題
、
公
文
書
管

理
法
施
行
の
課
題
な
ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
（
共
産
）　

地
震
や
津
波
に

見
舞
わ
れ
る
恐
れ
が
な
い
と
断
言
で
き
る
原

発
は
全
国
ど
こ
に
も
な
い
。
現
在
、
定
期
点

検
中
の
東
海
第
二
原
発
に
つ
い
て
、
運
転
再

開
を
認
め
な
い
立
場
を
県
民
に
明
確
に
示
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

安
全
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
も
ち
ろ

ん
認
め
な
い
。
安
全
面
や
県
民
の
皆
さ
ん
の

考
え
方
を
基
に
判
断
し
て
い
く
。
現
段
階
で

は
良
い
と
も
悪
い
と
も
全
く
考
え
て
い
な
い
。

十
一
月
ま
で
は
定
期
点
検
中
な
の
で
、
そ
の
間
、

事
業
者
の
対
応
策
も
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
こ
ど
も
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
民

営
化
の
課
題
、
被
災
者
支
援
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
（
自
県
ク
）　

原
発
問
題
が

収
束
す
れ
ば
中
国
な
ど
か
ら
の
訪
日
客
は
戻

る
と
思
う
。
茨
城
空
港
の
新
た
な
路
線
獲
得

に
は
、
こ
う
し
た
時
期
に
幅
広
く
情
報
収
集

を
行
い
、
積
極
的
な
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る
。

国
際
線
の
増
便
や
新
規
路
線
の
誘
致
に
対
す

る
今
後
の
取
り
組
み
は
。

企
画
部
長　

今
後
と
も
的
確
な
安
全
情
報
の

提
供
に
努
め
、
ソ
ウ
ル
便
再
開
や
上
海
便
の

週
五
便
化
の
早
期
実
現
を
働
き
か
け
て
い
く
。

さ
ら
な
る
路
線
誘
致
に
向
け
て
は
、
引
き
続

き
ア
ジ
ア
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）
な

ど
を
中
心
に
、
茨
城
空
港
の
特
長
や
搭
乗
実

績
な
ど
を
示
し
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
医
師
の
養
成
な
ど
も
質
問
）

細
谷
典
男
委
員
（
み
ん
な
）　

児
童
生
徒
が
受

け
る
放
射
線
量
低
減
の
当
面
の
対
応
が
国
か

ら
福
島
県
に
示
さ
れ
た
が
、
本
県
に
お
い
て

も
同
様
の
取
扱
い
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
暫
定
基
準
値
を
超
え
た
場
合
の
対
処

法
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
準
備
体
制
を
整
え

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

仮
に
基
準
値
を
超
え
た
場
合
、
校

庭
の
土
壌
除
去
な
ど
福
島
県
と
同
様
の
措
置

を
講
ず
る
よ
う
、
国
に
要
望
し
た
。
今
後
は

市
町
村
と
の
情
報
共
有
や
国
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
事
態
の
推
移
に
即
座
に
対
応
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
取
手
競
輪
場
の
展
望
、
若
草
大

橋
と
県
道
路
公
社
な
ど
も
質
問)

島
田
幸
三
委
員
（
自
民
）　

農
産
物
の
出
荷
制

限
に
よ
る
被
害
や
風
評
被
害
が
深
刻
だ
が
、

損
害
賠
償
請
求
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

個
人
出
荷
の
農
家
も
含
め
す
べ
て
の
農
業
者

が
請
求
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長　

こ
れ
ま
で
全
体
で
約
百
億

円
が
請
求
さ
れ
、
五
月
末
時
点
で
四
億
円
が

仮
払
い
さ
れ
た
。
ま
た
、
県
及
び
市
町
村
段

階
で
損
害
賠
償
対
策
の
協
議
会
を
設
立
し
、

請
求
書
類
の
作
成
支
援
な
ど
、
損
害
を
被
っ

た
農
業
者
が
も
れ
な
く
補
償
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
公
共
公
益
施
設
の
天
井
崩
落
対
策
、

霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
な
ど
も
質
問
）

菅
谷
憲
一
郎
委
員
（
民
主
）　

県
の
公
共
工
事

に
お
い
て
県
産
の
建
設
資
材
を
使
用
す
る
指

定
工
場
制
度
は
必
要
な
の
か
。
品
質
が
確
保

さ
れ
れ
ば
、
県
外
資
材
を
使
う
こ
と
も
必
要

で
あ
り
、
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

土
木
部
長　

指
定
工
場
制
度
は
、
施
設
の
安

全
性
・
耐
久
性
に
大
き
く
影
響
す
る
主
要
資

材
に
つ
い
て
、
基
準
に
適
合
す
る
工
場
を
県

発
注
工
事
に
納
入
で
き
る
工
場
と
し
て
指
定

す
る
も
の
で
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
を
図

る
た
め
必
要
な
制
度
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
筑
西
幹
線
道
路
の
整
備
、
職
員

の
人
事
交
流
な
ど
も
質
問
）

川
津
隆
委
員
（
自
民
）　

国
会
に
お
け
る
首
都

機
能
移
転
の
議
論
は
進
ん
で
い
な
い
が
、
東

日
本
大
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

首
都
直
下
型
地
震
な
ど
が
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
中
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
首
都
機
能
移
転
に
つ
い
て
主
張

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

国
会
で
の
首
都
機
能
移
転
の
議
論
が

停
止
し
て
い
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
今

回
の
大
震
災
な
ど
を
踏
ま
え
、
首
都
機
能
の

移
転
、
拠
点
の
分
散
化
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
拠

点
の
配
置
な
ど
を
含
め
、
国
土
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
、
産
業
統
計
な
ど
も
質
問
）

議
員
提
出

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
の
支
援
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

○
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
の
根
絶
に
向
け
た
対
策

の
徹
底
等
を
求
め
る
意
見
書

○
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
補
正
予
算
の

早
期
編
成
を
求
め
る
意
見
書

○
当
面
の
電
力
需
給
対
策
に
関
す
る
意
見
書

○
文
化
財
の
災
害
復
旧
費
用
の
助
成
を
求
め

る
意
見
書

○
農
林
水
産
業
施
設
の
災
害
復
旧
に
対
す
る

意
見
書

○
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
と
保
護
者
の
不
安

解
消
に
関
す
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
二
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
五
件
）

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
自
転
車
競
走
実
施
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
茨
城
県
霞
ケ
浦
水
質
保
全
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
立
医
療
大
学
授
業
料
等
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
看
護
専
門
学
校
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
茨
城
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
茨
城
県
立
農
業
大
学
校
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
立
学
校
設
置
条
例
及
び
茨
城
県

県
立
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

○
費
用
負
担
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
（（
仮

称
）
朝
日
ト
ン
ネ
ル
（
石
岡
工
区
））

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
（（
仮

称
）
朝
日
ト
ン
ネ
ル
（
土
浦
工
区
））

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
収
用
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
収
用
委
員
会
予
備
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
一
七
九
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

※【ラミナ】…集成材の材料となる板状の材。曲がり材など未利用の間伐材を活用することが可能
※【DMAT】…災害急性期に活動できる機動性を持った派遣医療チーム

ことば

予 算 特 別 委 員 会

今
定
例
会
で

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

伊
沢　

勝
徳
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

高
崎　
　

進
（
公　
　

明　
　

党
）

西
野　
　

一
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

福
地
源
一
郎
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

大
内
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）

臼
井
平
八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

細
谷　

典
男　
※（
み
ん
な
の
党
）

島
田　

幸
三
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

菅
谷
憲
一
郎
（
民　
　

主　
　

党
） 

川
津　
　

隆
（
い
ば
ら
き
自
民
党
） 

●
質
問
者

※
細
谷
典
男
議
員
は
、
七
月
一
日
に
無
所
属

　

と
な
り
ま
し
た
。


